
営営農型太陽光発電 取組事例集（一覧）

事例名（営農者名）

/

品目 所在地

1 中山間地での永続的な暮らしを提案する
茶栽培（池田亮氏）

○ - - 49.5 茶
静岡県
浜松市

2 取組を機にパネル施工事業者が農業参
入、未利用地を解消（オービットワン）

○
-

○ 800 野菜
（畑わさび）

岩手県
紫波町

3 あんぽ柿等加工施設に係る光熱費を実
質的に圧縮（山内果樹園）

- ○ - 30 水稲
福島県
会津若松市

4 地域の荒廃農地の解消と地域農業の継
続を目指す！（Three little birds）

- ○ ○ 49.5 大豆
千葉県
匝瑳市

5 パネル下のかんきつ栽培を研究、生産
性や品質の向上を達成（三孝農園）

- ○ - 49.5 果樹
（かんきつ）

和歌山県
有田川町

6 太陽光発電と水稲育苗の両立で集落営
農の経営安定（木津みずほ生産組合）

- ○ - 60.3 水稲（苗）
新潟県
新潟市

7 米どころが水田で営農型太陽光発電を
実証、地域活性化へ（ローカルフレッシュ）

- ○ - 63.4 水稲
秋田県
井川町

8 震災から復興へ、取組を機に専業農家
に（齋藤広幸氏）

- ○ - 219 水稲、
大豆

福島県
川俣町

9 太陽光発電と農業の多角経営に取り組
む集落営農（サンビレッジ四万十）

- ○ - 927 野菜
（はすいも等）

高知県
四万十町

10 ハウスでの水耕栽培と組み合わせた高
収益農業への挑戦（ファームクラブ）

- ○ ○ 1,423 野菜
（レタス等）

群馬県
高崎市

11 営農型発電の売電収入を活用した市民
協働による農地の利用促進（古家義高氏）

- - - 47 野菜
（かんしょ）

兵庫県
宝塚市

12 パネル下で観光農園を経営、若者へ新
たな農業スタイルを提案（五平山農園）

- - - 49.5 果樹
（ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ）

千葉県
いすみ市

13 経営安定で農業機械を導入し効率化、自
身をモデルに地域活性化（守屋栄治氏）

- - - 49.5 茶
神奈川県
小田原市

14 農家と市民組織が共同で発電設備を運
営（合原有機農園）

- - - 49.5 水稲
長野県
上田市

15 花き栽培の可能性を拡大、経営安定で
積極投資（小森谷ナーセリー）

- - - 1,000 花
(ｽｲｾﾝ等)

千葉県
千葉市

(kW)

【事業概要図の凡例】
（実線矢印）： モノ、サービス等の流れ 青字： 営農者（発電事業者）の収入に係る記述
（点線矢印）： 金銭の流れ 赤字： 営農者（発電事業者）の支出に係る記述
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営農型太陽光発電取組の経緯、内容

■ 池田氏と 天竜は、茶畑を大きく変える
ことなく現金収入を得る手段として営農型太陽
光発電に着目。

■ 法人の信用力で浜松信用金庫から資金を調
達し、従来から茶栽培が行われていた農地に発
電設備を設置（ 年運転開始）。

■ パネル下では池田氏が茶を栽培。遮光条件
下で良く成長し、色が濃く品質の良い茶を収穫
できた。また、抹茶向けの覆い茶に使用する遮
光幕について、通常は専用の支柱を設置して張
るものを、発電設備の支柱を利用することで資
材コスト低減につながった。

■ 天竜は池田氏に施設管理を委託し、管
理費等を支払い。また、パネル下の茶を買い取
り、新たな茶製品の開発等を行っている。

農農業経営への効果、今後の展望
■ 都会のオアシス的な役割としての山の暮らしの提案と、移住希望者に働く先の提供など、今後も中山間地で
の暮らしが永続できる可能性を示していきたい。また、本事業を中山間地への移住や就農を考える若者のモデ
ルとして普及したい。

■ 今後、抹茶の海外輸出を予定。新たな茶製品の開発に取組ながら、放置茶園の再生、茶の高付加価値化等
を検討していく。

事例
１

中山間地での永続的な暮らしを
提提案する茶栽培

静岡県浜松市

池田亮氏
（個人事業者、NPO法人OIKOS天竜代表）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

中山間地

農業経営の経過、課題

■ 浜松市天竜地区の中山間地は茶産業や林業
が盛んな地域。池田亮氏は天竜地区の山での
暮らしに惹かれ、都市部から脱サラして移住。以
来約 年、茶の栽培を行っている。

■ 豊かな天竜地区も、茶産業の衰退や地域住
民の高齢化等により放置される茶畑が目立つよ
うになってきた。事態を憂慮した池田氏は茶畑
の放置を食い止めようとしたものの、個人として
の取組に限界を感じた。

■ そこで、仲間とともに後継者育成事業と茶製
品個開発等の新たな産業開拓を目標とする
「 法人 天竜」を組織。里山の再生と
自立に取り組むこととした。

茶

消費者

地権者

池田亮氏
営農者、 天竜代表

万円 年

電力会社

法人 天竜
発電事業者、茶製品開発・販路拡大

【発電所】設備下部で茶栽培

保険会社

万円 年

万円万円 年

浜松信用金庫

万円 年
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 発電事業は地元の採掘業者である有限会社
福士鉱業所が引受。メンテナンスはオービットワ
ンが実施。

■ これまで農業の経験がなかったものの、地元
の特産品であれば営農指導が受けられることや
販路があることからパネル下で「畑わさび」を栽
培。

■ 栽培に当たって東北銀行から運転資金の支
援を受け、生産資材や農業機械を整備。

■ 当該地は中山間地で、高い標高を好む畑わ
さびに好適。現在、生育状況は良好。

■ 農作業はオービットワン社員 名のほか、障
がい者施設（盛岡杉生園）と契約して作業受入。

農農業経営への効果、今後の展望

■ オービットワンは、自分たちに出来ることをと思い農業を始めたところ、「農業は楽しい」ことに気がついた。そ
のため、本取組を機に営農事業を拡大していく意向。

■ 今後、隣接地でいちご栽培に取り組む他、 年 月に農業法人「合同会社オービットファーム」を設立してお
り、遠野市で東北銀行、 エナジーの協力の下、大規模営農型太陽光発電の取組を計画。

事例
２

取組を機にパネル施工事業者が農業
参参入、未利用地を解消

岩手県紫波町

（株）オービットワン
（代表：佐藤大実氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

中山間地

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 紫波町は北上川の豊かな流れに恵まれた県
内有数のそば、麦の産地であり、畑わさび等の
野菜栽培も盛んに行われている。一方、農業者
の高齢化に伴い耕作放棄地が増加。

■ オービットワンは太陽光発電システムの設計、
施工等を手がける地元紫波町の企業で、東日
本大震災後、復興住宅と太陽光発電を手がける
中で、農業と発電を両立可能な営農型太陽光発
電に注目。

■ 営農型太陽光発電に取り組んだ土地は、営
農者の高齢化と後継者不在のため耕作放棄地
となっていた。オービットワンは地権者から声を
かけられ、営農型太陽光発電の取組の下、農業
参入を決意。新たに営農専従の従業員を雇用。

野菜未利用地

新日鉄住金ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 株
販売元 株 ｴﾇｼﾞｪｲ･ｴｺｻｰﾋﾞｽ

わさび加工業者

地権者

（株）オービットワン
営農者、発電設備メンテナンス

東北銀行

千万円 年

電力会社

【発電所】設備下部で畑わさび栽培

盛岡杉生園

発電前後の変化
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営農型太陽光発電取組の経緯、内容

■ 加工施設の光熱費を再生可能エネルギーに
よって賄えないか検討する中、農地を維持しな
がら発電可能な営農型太陽光発電の取組を知
り、地元の設置業者に調達から設置を依頼。

■ 年、県の補助金と日本公庫の融資を活
用して水田一筆に太陽光パネルを設置。

■ 太陽光パネル下で、従来より作付けしていた
「ひとめぼれ」を栽培。パネル支柱をトラクタ等農
業機械が入れる高さに設計したほか、畝から支
柱まで５ 空けることで農業機械の旋回を可能と
しており、農業作業に影響がないよう工夫。

■ 慣行通りの肥培管理を行い、収量は地域平
均より 割減となったものの、品質は全量 等米
相当を維持し、全てネットで直接販売している。

農農業経営への効果、今後の展望

■ 従来通りの農業を続けながら、発電した電気を売電することにより、加工部門で使用する電力を実質的に圧
縮。東日本大震災からの復興に向けて、加工部門の拡大に前向きに取り組めるようになった。

■ 今後は、農業体験の受入の機会等で紹介するなど、営農型太陽光発電の取組を自社の に活用していく。

事例
３

あんぽ柿等加工施設に掛かる
光熱費を実質的に圧縮

福島県会津若松市

（株）山内果樹園
（代表：山内清則氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

農業経営の経過、課題

■ 山内果樹園が位置する門田町御山は会津盆
地の南側斜面に位置する扇状地で果樹作に適
し、早くから機械化に取り組む先進地域。特産の
かきをブランド化して生産に取り組んできた。

■ 当果樹園もかきを中心に、水稲等の栽培やあ
んぽ柿の生産に取り組み、ネット等を通じて直接
販売してきた。

■ 東日本大震災を契機に、「新しいことに取り組
まなければ生き残れない」と決心。 年に法
人化、６次産業化に着手し、加工施設や乾燥機
等を導入。しかし、加工部門の拡大により増加
する光熱費が課題であった。

認定農業者

消費者 直売（ 等）

山内清則氏 営農者、発電事業者

【発電所】
下部で水稲栽培

地権者 本人 資材店

【加工】あんぽ柿等

発電前後の変化
（水稲）

万円 年

万円 年

県 日本公庫（福島支店）

万円 年 万円

水稲
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 発電事業は千葉エコ・エネルギーが担い、日
本政策金融公庫等の融資を活用して資金調達
し、発電設備を 年に設置。荒廃農地に設置
することで、地域の願いである荒れた畑の解消
を図った。

■ パネル下では が営農を担い、有機農業に
よる大豆を栽培。地域の固有種である「在来大
豆」を栽培し、高付加価値化。収量は地域単収
と同等分確保した。

■ 千葉エコ・エネルギーは売電収入の一部を
に還元。農業経営を下支えする仕組みを構

築。 の構成員はそれぞれ、自身の農業経営
に営農型太陽光発電の取組を加えることで経営
の安定化を実現。

農農業経営への効果、今後の展望
■ 荒廃農地で営農型太陽光発電に取り組むことにより、地域の懸念である荒廃農地が解消された。
■ 売電収入からの還元を受けることで経営が安定し、付加価値の高い有機農産物の生産拡大を実現した。栽
培した大豆は味噌等の加工品にも活用し、６次産業化で収益性を更に高めている。

■ 同取組を市民エネルギーちば（合）や他数社と地域で横展開、更に拡大し、荒廃農地の解消や新規就農者の
受入などに取り組み、地域農業の継続性を高めていく。

事例
４

地域の荒廃農地の解消と
地地域農業の継続を目指す！

千葉県匝瑳市

Three little birds （合）
（共同代表：齋藤超氏、佐藤慎吾氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

認定農業者

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 匝瑳市は千葉県北東部に位置し、都市近郊
ながら里山が多く残る地域で、農業も盛んに行
われてきたものの、農業者の高齢化等により畑
の荒廃が拡大していた。

■ 齋藤氏と佐藤氏は匝瑳市内で有機農業に取
り組む若手農業者であり、市内有機農業の拡大
を考えていた。自然エネルギーへの関心を高め
る中で、地元農業者から営農型太陽光発電の
話を聞き関心。

■ 営農型太陽光発電の取組に当たって有機農
業の仲間を誘い、齋藤氏と佐藤氏に加え、ベテ
ラン農家２名、新規就農者１名が参画し、

（ を設立。設立に当たっては発電
事業をコーディネートする千葉エコ・エネルギー
も出資。

大豆

消費者 飲食事業者

地権者

（合）
営農者

万円 年

電力会社

千葉エコ・エネルギー（株）
発電事業者、事業ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

【発電所】設備下部で大豆栽培

約 万円 年

万円

金融機関

万円 年

荒廃農地

設立時出資
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 金融機関から資金を調達し、 年１月に町
で初めての営農型太陽光発電所となる 号機を
設置（自作）。 月には２号機を設置。

■ パネル下では極早生 由良早生 、中晩柑 不
知火 を栽培。従来から栽培する品種で、特に由
良早生は樹高が低いことからパネルの設置しや
すさを考慮。

■ 作業に支障はなく、慣行と同等以上の収量を
確保するとともに、遮光条件のため日焼け果が
減少し、品質の向上につながった。

■ 収穫品は高級スーパー等へ出荷。

農農業経営への効果、今後の展望
■ 従来通りの農業を続けながら、パネル下での栽培で生産力の向上が図られた。また、パネルの設置により日
陰が出来たことで作業性が向上。さらに、出荷作業等で消費する電力を発電した電力を売電することにより光熱
費を実質的に圧縮。

■ 三考農園の取組を参考に、地域の若手農業者に営農型太陽光発電が普及。今後は更なるみかんの生産性、
売上向上を図り、農業所得の増加を目指す。

事例
５

パネル下のかんきつ栽培を研究、
生産性や品質の向上を達成

和歌山県有田川町

三孝農園
（個人事業者、代表：三枝孝裕氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 三孝農園は「有田みかん」をブランドとする和
歌山県有田川町に位置し、有田地域は生産面
積は約 、生産量は年間約８～ 万トンと
全国生産量の約１割を占める。

■ 代表の三枝氏は 才の若手認定農業者で、
地域の中心的な経営者。家族経営でかんきつ
栽培を営み、極早生から中晩柑まで栽培し、出
荷時期は 月から 月と半年に及ぶ。

■ みかん栽培は労働集約的であるため人手を
要する。地域では雇用の確保とそれに掛かる費
用への対策が課題であった。

■ 営農型太陽光発電の取組が農地の有効活用
と売電収益による雇用の確保に資すると考え、
農研機構等の協力の下で文献を集めるなど、営
農型太陽光発電を研究。

認定農業者

消費者 卸、小売店

三孝農園 営農者、発電事業者、代表︓三枝氏

【発電所 １号機 】
下部でかんきつ栽培

地権者 三枝氏

万円 年

金融機関

万円 年

果樹

万円 年

発電前後の変化（由良早生）

万円
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 年、元々育苗のために使っていた水田に、
木津みずほ生産組合が発電設備を設置。

■ パネル下では育苗箱 枚を並べることが可
能で、「コシヒカリ」等の育苗箱 枚分を育成。
発電設備の設置前と箱数も変わらず、品質につ
いても遜色がないものを育苗することが出来た。

■ 設置当初、作業効率が悪くなるのではないか
と心配したが、パネルを高い位置に取り付け、作
業員が腰をかがめることなく作業することが可能
な高さとすることで、作業効率の低下を防いだ。

農農業経営への効果、今後の展望

■ 元々育苗のために使用していた水田で、発電設備設置前と変わらない育苗箱数を確保し、品質も遜色ないも
のを育成することが出来た。

■ 予想を上回る売電収入を確保し、売電収入を経営力強化のために使用し、経営の安定に寄与していきたい。

事例
６

太陽光発電と水稲育苗の両立で
集集落営農の経営安定

新潟県新潟市

（農）木津みずほ生産組合
（代表：坪谷利之氏）

消費者 直売、 等

地権者 集落内農業者

営農型太陽光発電の取組による経営効果

電力会社事業概要図

【発電所】
下部で水稲育苗

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 木津みずほ生産組合は、新潟県の旧横越村
木津地内の米作り農家が 年に設立した農
事組合法人。設立から 年経過しても、生産の
効率化や果樹作など、農業経営改善に積極的
に取り組んでいる。

■ 新潟市の水田農業の担い手として、受託も含
め、例年 万枚を超える水稲苗を育成している。

■ 様々な取組に挑戦する中、営農型太陽光発
電に取り組み発電と農業生産を両立させている
担い手農家を見て、同法人が従来から取り組ん
でいる「プール育苗」ならば問題なく取り組めると
考え、自然環境に優しい農業の実践と経営の安
定化をねらい、営農型太陽光発電に取り組んだ。

認定農業者

万円 年万円

加工品

農 木津みずほ生産組合 営農者、発電事業者

水稲

万円 年
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 施工にあたっては、アイセスが専用架台・パ
ネルを開発し、取組実績の豊富な千葉エコ・エネ
ルギーからアドバイスを受け、同社（アイセス）代
表である齊藤氏が所有する農地に発電設備を
設置した（ 年）。

■ パネル下ではローカルフレッシュが「あきたこ
まち」を栽培。慣行栽培で地域単収の 割程度を
確保。収穫物は全量をアイセスに販売。営農型
太陽光発電の取組による収益の安定化と作物
生産の実績を得て、自社の畑でも営農型太陽光
発電に取り組むこととした。

■ アイセスは、営農型太陽光発電のノウハウを
発電と営農の両面で農家に提供し、地域活性化
を図ることとしている。

農農業経営への効果、今後の展望

■ この取組を機に、ローカルフレッシュは自社でも営農型太陽光発電事業に取り組み、安定した収入を確保し
たことから、ほ場スタッフの通年雇用を検討。また、新しい作目への挑戦を検討。

■ アイセスは、本事業で得たノウハウを生かし、多種多様な条件に合わせた営農型太陽光発電用資材を全国
へ販売展開。今後も営農型太陽光発電事業の更なる普及のため、開発・販売を強化する考え。

事例
７

米どころが水田で営農型太陽光発電
を実証、地域活性化へ

秋田県井川町

(株)ローカルフレッシュ
（代表：湊喜孝氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

認定農業者

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 井川町は米どころである秋田県の中央部に
位置する。ローカルフレッシュ代表の湊氏は就
農して 年の 才で、井川町で水稲と野菜の栽
培を行っている。

■ 同じく井川町の太陽光パネルメーカーのアイ
セス代表の齊藤氏は、少子高齢化等により地元
の農業環境の悪化を懸念。自社の太陽光発電
により地元を活性化することを模索し、営農型太
陽光発電の取組を検討。農家にとって農業収入
にプラスアルファで収入増加の一助になればと、
同町の農業法人代表である湊氏に声をかけた。

■ 湊氏は営農型太陽光発電の仕組みを知り、
農地の利用価値を高めることが出来ると考え、
設備下での農業を担うこととした。

水稲

地権者齊藤氏 アイセス代表

株 ローカルフレッシュ
営農者

電力会社

【発電所】設備下部で水稲栽培

約 万円 年

等

株 アイセス
発電設備設置、発電事業者

地域農業者

千葉ｴｺ･ｴﾈﾙｷﾞｰ
研究者
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営農型太陽光発電取組の経緯、内容

■ 会社員時代の経験を活かし、「スマートター
ン」を開発。スマートターンは太陽の動きに合わ
せて自動でパネル角度を変え、発電効率のアッ
プと作物に差す太陽光を調節できるシステム。

■ 年、スマートターンシステムを搭載した発
電設備を 直営で施工し、設置。

■ パネル下では従来より続けていた水稲、大豆
を栽培。収量・品質ともに良好で、地域の平均反
収と同等を確保した。

■ 取組に当たって知り合った仲間との交流を通
じ、生産データ等を情報共有し、営農型太陽光
発電の普及にも寄与。

■ 年には「コンニャク川俣部会」に入会し、
未利用地を利用した営農型太陽光発電によるこ
んにゃく栽培を目指している。

農農業経営への効果、今後の展望

■ 営農型太陽光発電の取組により経営を安定化し、農業の継続、規模拡大を達成できた。今後は更に営農型
太陽光発電の取組を拡大したい。

■ 未利用地を活用してこんにゃくを栽培する営農型太陽光発電に取り組み、未利用地の解消とともに、こんにゃ
くを名産化し、震災後の地域活性化につなげていきたい。

事例
８

震災から復興へ、
取取組を機に専業農家に

福島県川俣町

齋藤広幸氏
（個人事業者、KTSE(合)代表）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

農業経営の経過、課題

■ 福島県川俣町は、東日本大震災時に町の一
部では避難指示も出た地域であり、齋藤氏は川
俣町で会社員として勤務する一方、両親とともに
週末に米づくりを行っていた。

■ 震災後、風評被害が長期化する中、農業を続
けていきたいという思いから、今後の農業経営
を模索。

■ 農地を守りながら発電する営農型太陽光発
電の取組を知り、これなら農業を続けていくこと
ができると思い、取組に着手。

■ 自分の力を試せるチャンスと考え、 年に
会社を退職、発電事業のため を設立する
とともに、農業に専念することとした。

認定農業者

消費者 等

齋藤広幸氏 営農者

電力会社

 
k  

 
 

地権者 本人 日本公庫等金融機関

万円 年

水稲

万円

（合） 発電事業者、施工、代表︓齋藤氏

【発電所】
下部で水稲、大豆栽培

万円 年

大豆
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 遮光条件下での栽培経験がないため、地元
の高知大学にアドバイスをもらいながら、事業計
画を策定。

■ 年に発電設備を設置。標高 の高地
に位置するため発電効率が高い一方、風雪に
耐えられる必要があり、十分な強度計算の元で
施工。

■ パネル下では、高知県の特産であるハスイモ、
万次郎かぼちゃ等を栽培。水はけ等を工夫し、
収量は地域単収の概ね８割を確保。今後も試験
的に様々な作物を栽培することとしている。

■ 発電事業の定期的な収入により経営が安定
し、地元での雇用・就農を確保できるようになっ
た。

農農業経営への効果、今後の展望

■ 営農型発電による定期的な収入により経営が安定し、地元での雇用・就農を確保できるようになり、地域の活
性化に貢献できた。今後、農地面積を拡大することで地域の農業・農地を守り、多くの地元雇用を生み出してい
きたい。

■ 地域のモデルとなり、農業後継者等を増やすことによって地域の文化・伝統を守っていきたい。

事例
９

太陽光発電と農業の多角経営に
取取り組む集落営農

高知県四万十町

（株）サンビレッジ四万十
（代表：浜田好清氏）

消費者 直売、 等

地権者 集落内住民

営農型太陽光発電の取組による経営効果

電力会社事業概要図

【発電所】
下部で野菜栽培

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ サンビレッジ四万十は、高知県四万十町に位
置する集落営農組織。地域では過疎高齢化に
伴う担い手不足が進み、将来の農地管理に危
機感を抱いていたことから集落営農組織を立ち
上げた。

■ 地域を守り発展させていくためには野菜栽培
など多角的に経営に取り組み、後継者を確保し
ていくことが課題であった。

■ そのような中、農地を活用しながら発電により
収益を得ることが可能な営農型太陽光発電の
取組を知り、地域活性化の手法として営農型太
陽光発電の事業化に取りかかった。

認定農業者

発電前後の変化

（株）サンビレッジ四万十 営農者、発電事業者

野菜

万円 年

大学
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営農型太陽光発電取組の経緯、内容
■ 年、群馬県第 号として取組を開始して
以降、高齢化等を理由に周辺農業者の離脱が
進む中、未利用地を中心に借上や購入により農
地を確保、営農型太陽光発電の取組を拡大
（ 年 月末現在、 箇所、出力 規模）。

■ 施設園芸ハウスでは栽培と発電の両面から
事業性向上を追求。独自の透過性パネルを使
用するほか、農作物によりパネル配置を変え、
果菜類ではより透過性を高めるなど、受光率を
調整。 による自動環境制御。

■ 最新ハウスでは、培養液を根に直接噴霧する
「スプレーポニック」システムを採用。湛水しない
ため排水を抑え、病害発生を抑止し農薬を低減。
また、窒素制御で樹体サイズを調整、密植栽培
で単収増を達成。

農農業経営への効果、今後の展望
■ 営農型太陽光発電の実施により、電気と野菜の安定した収入を得られた。よって、設備投資が可能となり、
収益性の高い水耕設備などの導入が実現した。今後は初期費用を抑えた養液土耕型の有機野菜や、フラン
チャイズ方式による全国 ヵ所の展開や海外普及を検討。

■ 人材育成にも力を入れ、中央農業大学校と提携して「ファーム農業経営学科」を開設しファームクラブのほ場
や加工場で実習。今後も積極的に雇用、就農支援を行っていきたい。

事例
１０

ハウスでの水耕栽培と組み合わせた
高高収益農業への挑戦

群馬県高崎市

（有）ファームクラブ
（代表：岩井雅之氏）

消費者

地権者 金融機関

千万円 年

営農型太陽光発電の取組による経営効果

電力会社事業概要図 中央農業大学校

認定農業者

ジンズノーマ

【発電所 例︓足門農場 】パネル下部で施設栽培

有 ファームクラブ
営農者、発電事業者、ﾌｧｰﾑﾄﾞｩｸﾞﾙｰﾌﾟ

農業経営の経過、課題
■ ファームドゥグループは「農業を支援し農家の
所得向上に貢献する」経営理念のもと、若者に
夢のある新しい農業のカタチを創造。

■ ファームクラブは農業生産を担い、経営面積
は 、従業員 名を超える。様々な品目を
栽培し、直営店で販売する 次産業化を実施。
国内外の企業と連携して技術開発を行い、生産
性向上を追求。企業と農福連携で協定を結び、
ハウス内での快適な環境下で 名の障がい者
が働くなど、地域にも貢献。

■ 順調に農業経営を拡大していたところ、福島
原発事故の風評被害を被り、野菜の売上が激
減し、日々の業務にも支障。再生可能エネル
ギーに関心をもち、営農型太陽光発電を取入れ、
事業の可能性を見出した。

野菜未利用地

約 千万円 年 約 億円
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 実施に当たっては、発電事業を宝塚すみれ発
電が担い、県の補助事業（融資）を受け、市民出
資、自己資金で対応。 年に発電設備を設置
した。発電設備は災害時に市が利用することを
条件に、固定資産税の課税が免除されている（
年間）。

■ パネル下では古家氏が市民農園を運営し、
市民が利用料を払い、かんしょを収穫。売電収
入の一部を農園利用料割引として市民に還元し、
市民農園の空き区画が出ないよう工夫している。

■ 市民農園は地元の甲子園大学栄養学部の学
生も利用しており、収穫したかんしょを使って商
品開発を行い、ジャムを作成。学園祭で販売。

農農業経営への効果、今後の展望

■ 市民農園での取組により農業、再生可能エネルギーに多くの市民が参加することとなり、農地の運営も継続
的なものとなった。

■ 古家氏は営農型太陽光発電の取組を拡大し、地域外から若い新規就農者を受け入れ、営農をサポート。
■ また、発電した電気を 年 月から地域新電力が買い取ることとなり、地域参加型の取組が広がっている。

事例
１１

営農型発電の売電収入を活用した
市市民協働による農地の利用促進

兵庫県宝塚市

古家義高氏
（個人事業者）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 兵庫県宝塚市は都市近郊に位置しながらも、
古家氏が農業を営む西谷地区には里山風景が
広がっている。

■ 地区は高齢化等による後継者問題を抱えて
おり、古家氏は野菜栽培などを行いながら、市
民農園を運営し、農業理解の促進と地域の活性
化に尽力してきた。

■ （株）宝塚すみれ発電の井上代表は、再生可
能エネルギーの普及のため市内で尽力。営農
型太陽光発電の取組を知り、農業も地域も活性
化できる取組と考え、多くの人に関心をもっても
らえるよう市民農園に注目。古家氏に声がけし、
営農型太陽光発電に取り組んだ。

野菜

地権者（本人）

電力会社

【発電所︓第 号】
設備下部で市民農園（かんしょ栽培）

万円 年

（株）宝塚すみれ発電
発電設備設置、発電事業者

県

市民農園利用者

市民

市

甲子園大学

万円 年
古家義高氏
営農者、市民農園経営責任者

万円

千万円
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営農型太陽光発電取組の内容

■ いすみ自然エネルギーとして地元金融機関
から融資により資金を調達し、発電設備の設置、
運営に当たった（ 年）。

■ パネル下では従来より栽培していたブルーベ
リーを栽培。収穫物は平均糖度 度以上（一般
的に、 度で良品）、直径平均 の大玉
粒を揃え、色目も良く高評価を得ている。

■ パネル下の栽培は日陰が生じることで真夏の
収穫作業が楽になったほか、乾燥が防げたこと
によって散水作業が楽になった。一方、発電設
備の支柱によって除草作業が煩雑に。

■ 観光農園も実施し、利用者からは日陰があっ
て涼しいと好評を得ている。

農農業経営への効果、今後の展望

■ ブルーベリーを栽培する営農が太陽光発電の取組で、観光農園利用者からも好評を得た。周辺の農業者か
ら一緒に取り組みたいとの声を受け、営農型太陽光発電を普及し、未利用地等をブルーベリー農園として再生。

■ 今後はブルーベリー栽培の拡大により農業収入を増加させるとともに、全国に取組を広げ、「若者が安定した
収入を得ながら農業で食べていける姿をつくりたい」と考えている。

事例
１２

パネル下で観光農園を経営、
若若者へ新たな農業スタイルを提案

千葉県いすみ市

五平山農園
（個人事業者、代表：藤江信一郎氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

果樹

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 藤江氏は千葉県いすみ市で５種類のブルー
ベリーやイチジクを栽培、観光農園や農家民宿
を経営しながら、地域活動に関わってきた。

■ 周囲に放棄される農地が増加していることに
心を痛め、昔のひとが大変な思いをして開墾し
た農地をなんとか再生できないかと思案。

■ そのような中で、地域への移住者から「地域
資源を活かした太陽光発電に取り組まないのは
もったいない」との助言をきっかけに営農型太陽
光発電の取組を知り、営農型太陽光発電によっ
て収入を安定化し、安心して農業が継続できる
と考えた。

■ 共同出資により、いすみ自然エネルギー（株）
を設立し（ 年）、自身が代表となって取組を
開始。

観光農園利用者

地権者 藤江氏

五平山農園
営農者、観光農園管理、代表︓藤江氏

万円 年

電力会社

いすみ自然エネルギー（株）
発電事業者、代表︓藤江氏

【発電所】設備下部で観光農園
（ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ）

万円

日本公庫等金融機関

万円 年
農家民宿経営

消費者
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 神奈川県には営農型太陽光発電の取組事例
がなかったため苦労したが、市や県の普及指導
員の熱心な後押しもあり、栽培方法等を研究。
県の営農型太陽光発電の取組第一号となった。

■ 年３月、地元 からの融資を受けて茶畑
に発電設備を設置。高台で風が強いため耐久
性の強い設計とし、ほ場を掘り下げたり枕地に
管理機が旋回できるスペースを設けるなど、農
作業に支障が無いように工夫。

■ パネル下は日陰で水切れが良くないことを考
慮して、樹勢が強く、病気に強い茶品種「さえあ
かり」を導入。設備設置時にセル苗を定植し、現
在４年目（ 年）。樹体をしっかり育てるため、
６年目から収穫を予定。

農農業経営への効果、今後の展望
■ 発電収入が安定して見込めるようになったことから、新たに複合摘採機を導入し、農作業の更なる効率化を
実現。パネル下の茶葉生産は覆い茶とし、付加価値をつけたお茶を生産・販売していきたい。

■ 地域では都市部から ターンで就農する者が増加。農業経営を下支えする営農型太陽光発電への関心が高
まっており、守屋氏は自身の取組をモデルケースとして地域に営農型太陽光発電を普及させ、地域の活性化を
目指す考え。

事例
１３

経営安定で農業機械を導入し効率化、
自自身をモデルに地域活性化

神奈川県小田原市

守屋栄治氏
（個人事業者）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 小田原市は神奈川有数のブランドである「足
柄茶」の産地。

■ 守屋栄治氏は小田原市で茶等の生産に取り
組み、地域でいち早く乗用型の管理機を導入す
るなど先進的な経営を行うほか、地元小学生の
農業体験等を通じて積極的に地域貢献を行って
きた。

■ 地域では高齢化等により離農や耕地の荒廃
等の問題が生じる中、守屋氏は東日本大震災
の計画停電を受けエネルギーの大切さを感じ、
地域のエネルギーの自立を目指し、再生可能エ
ネルギーに取り組むことを決意。

茶

消費者 、小売

守屋栄治氏 営農者、発電事業者

万円
年

【発電所】
下部で茶栽培

発電前後の変化（茶）

地権者 本人 かながわ西湖 関連保険会社
（共栄火災）万円 年

万円
約 万円 年
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営農型発電取組の内容
■ 合原氏はまず自身の農地で取り組み（ 号機）、
遮光率の違いによる収量変化を実証・分析。

■ その結果をもとに、建設コスト縮減のため遮
光率を ％に上げ架台を小型化する一方、太陽
を自動追尾して発電量を増やし、水稲生育期間
中は遠隔制御で遮光率を下げ、下部農地に十
分な太陽光を当てる制御を行うなど、営農へ十
分配慮したシステムを開発。

■ 上田市民エネルギーと共同で取り組んだ 号
機（相乗りくんとっこ 発電所）は開発したシス
テムを用いるとともに、パネル下では合原氏が
種籾の入った綿ロールを敷設する布マルチ水稲
直播有機農法を導入。雑草の抑制や架台支柱
際の作付を実現し、地域平均と同等の単収を確
保した。

農農業経営への効果、今後の展望

■ 合原氏は精密な実験のもとで営農・発電双方の効率を向上する仕組みを構築した。
■ 営農型太陽光発電の取り組みにより経営の安定を達成したため、今後は農業の拡大を図っていくとともに、
営農型太陽光発電を普及し、地域の活性化につなげていく考え。

事例
１４

農家と市民組織が
共共同で発電設備を運営

長野県上田市

(株)合原有機農園
（代表：合原亮一氏）

営農型太陽光発電の取組による経営効果

事業概要図

農業経営の課題、営農型発電取組の経緯
■ 合原氏は会社員として海外等で勤務していた
が、 年程前に農的暮らしを求めて脱サラ。長
野県上田市で就農した。当初は農業で生計を立
てていくことが難しく、 会社（（株）ガリレオ）を経
営する一方、有機農法による農業を続けてきた。

■ 東日本大震災を契機に再生可能エネルギー
の必要性を感じ、ガリレオにて太陽光発電のシ
ステム開発等を実施。自らも営農と発電の両立
に取り組むこととした。

■ 法人上田市民エネルギーは、市民出資
型で公共施設・民家の屋根を賃借して太陽光発
電事業を展開してきた中で、地域の農とエネル
ギーの共存・普及を図るため、営農型太陽光発
電に参入し、合原氏との共同事業主体として取
組に参画。

水稲

地権者合原氏

株 合原有機農園
営農者、発電事業者、 代表︓合原氏

電力会社

【発電所︓相乗りくんとっこ 】
設備下部で水稲栽培

万円 年

消費者 個人相対、大学食堂

法人上田市民エネルギー
発電事業者、合原氏が理事として参加

市民信託金融機関・県

（株）ガリレオ
設計・施工、
代表︓合原氏

万円 年 万円 万円
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営農型太陽光発電取組の内容

■ 年、千葉銀行等から資金を調達し、自己
所有の農地 カ所に発電設備を設置（発電開始
は 年）。

■ パネル下では以前より栽培していたアガパン
サスやスイセン等の球根類を栽培し、切り花を
出荷。これらの花きは真夏の強光でダメージを
受けていたところ日射が遮蔽、気温が抑制され
収量向上につながった。その他、ミツマタ等の灌
木類を栽培。

■ また、日光の当たり方の違いを利用して作期
分散を行い、収穫作業を効率化するとともに、出
荷期間の延長に成功。夏場の作業も日陰を活
用することで負担が軽減した。さらに、冬は霜除
けとなり多くの植物が選択できるようになった。

農農業経営への効果、今後の展望
■ パネル下の栽培で収量が向上したほか、作期分散による収穫作業の効率化等の効果。
■ その他、球根や切り花の保管のため大型の冷蔵庫、定温蔵庫を使用しており、売電により光熱費の負担を実
質的に圧縮。

■ 毎年安定した収入が見込めることから、新しい品種の導入など新たな展開を描きやすくなった。今後は、
シェードプラントなど新品種の更なる導入を計画。

事例
１５

花き栽培の可能性を拡大、
経営安定で積極投資

千葉県千葉市

（株）小森谷ナーセリー
（代表：小森谷慧氏）

消費者 、海外、市場

地権者（本人） 金融機関

千万円 年

営農型太陽光発電の取組による経営効果

保険会社事業概要図 資材店等

【発電所】
下部で花き栽培

農業経営の経過、課題、営農型太陽光発電取組の経緯

■ 小森谷氏はグロリオーサやアガパンサス、ス
イセン等の育種で世界的に著名で、我が国にお
ける球根育種の代表的存在。

■ 等を通じて希少な球根を販売する他、切
り花、苗等の花き類を生産、販売。

■ 世界中を渡り歩き、花き、特に球根類の可能
性を追い求め、積極的に資材、設備投資を行っ
てきた。資金の借入等は無かったものの、積極
的な研究開発のため資金調達は課題であった。

■ 営農型太陽光発電は近隣の取組を見て、太
陽光パネルの設置により栽培環境を変化させる
ことで育種、栽培の新たな道が切り開かれること
を期待して導入。

花

約 千万円 年 約 億円

発電前後の変化 切り花

株 小森谷ナーセリー 営農者、発電事業者
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